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【事業の目的】
　・安全で円滑な交通の確保
　・自転車、歩行者の安全確保
　・住民と協働による「まちづくり」

【事業効果の発現状況】
・車道の拡幅や交差点部に右折レーンを新設したことで、車両の円滑な交通が確保でき、混雑
時における走行速度が向上した。
・両側に歩道を設置したことで、通学児童をはじめとした歩行者等の安心・安全な通行が確保
され、交通事故が減少した。
・南海トラフ巨大地震時の避難道路としても活用される道路でもあり、津波時の避難道路として
の機能向上が図られた。
・本路線の整備にあわせて、地元商店街が「高鍋町まちなか商業活性化協議会」を発足し、沿
線にある一部の建物を「町家風」に改築し、良好な景観を形成することができた。
また、地元と行政が一体となって整備したことで、イベントの開催や物産館がオープンするな
ど、地域の賑わいの創出に寄与できた。
・歩道整備にあたっては、新しい街並みの調和に配慮したデザインの舗装版（平板ブロック）を
採用したことで、城下町らしさを創出することができた。

※参考
（整備後の地元の声）
・車道の拡幅や交差点改良により、車両の流れが良くなった。
・以前は、危険性の高かった県道の通学を禁止していたが、歩道が整備されことにより、児童
が安全に通学できるようになった。また、身障者やシルバーカーの通行も増えた。
・沿道にある店舗の改装で城下町としての街並みが整備でき、イメージ的に歴史的文化の薫
る街並みとなった。

①蚊口高月線（県道高鍋高岡線）の交通事故発生件数の減少【約５割減】

②混雑時における走行速度の向上【約8km/h改善】
　 供用前（H11）　交通量（ピーク時　17:00～18:00）：667台/時　　　平均速度　28.7km/h
   供用後（H27）　交通量（ピーク時　17:00～18:00）：861台/時　　　平均速度　36.9km/h

【事業による環境の変化や環境保全】
　排水性舗装で施工したことにより、走行音が拡散され、交通騒音が軽減された。

【施設の維持管理状況】
　適正に維持管理されており、道路管理上の問題は無い。また、日常的に観光協会や沿線住
民が美化活動（清掃）を行っている。

【今後の事業評価の必要性】
　当該区間の整備により、円滑な交通の確保や自転車・歩行者の安全性の向上が図られるな
ど、所定の効果が得られており、今後の事後評価の必要はない。

【改善措置の必要性】
　当該区間の整備により、円滑な交通の確保や自転車・歩行者の安全性の向上が図られてお
り、今後の改善措置の必要はない。

【同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性】
　特になし
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事後評価の結果　※２ 総合評価 担当課



（対象理由） ①全体事業費が基準額以上であり、かつ事業完了後一定期間が経過した事業
②再度、事後評価の必要があると判断した事業

※１ 再評価の実施年度については、直近のものを記載すること。

※２ 事後評価の際には、出来る限り客観的な数値を記載すること。


